






































材 料 お よび 方 法











サ./プ1)ソクは1975年 12月 16日から18日にかけて1回tjを行ない, 2虹l口は 1976





祈 l蓑 サ ソ プ リ ソ ク ITiJ班 (m2)
調立咋月日 pl区 n2区 p3区 p4区
〞 ??????????
17,72 5,468 07371 0.7371
1981 1.883 0.6804 06804
5,249 】.883 0.6804 ().6804
この軽質では,耶UFJに したがい ‥shoo【日に対応するものを '地上茎 日と呼ぶことに
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如 2回 各密度区における器官別現存Ir-i-(gdw/m2)
SI(1975年12月17日).SI(1976年 8月18日),SIH(1976年10月13日)
⑦･･全 _TR(y),A-I茎 盃 (S).E]･･熊 盃 (L).▲-･根 Di(R).
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第 5回 1976年10月13日における各区の生産jlVl.遭
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pl区 (loo劣),p2区 (98.6%),p3区 (60.1%),p4区 (0.55%)であった.f更本
･中川 (1977)による1972年 12月 14日の七イタカ7ワ2'ナソウのサンプルは,S工と時
期的にL.まは同じであるので,その時に縛られている包子数と種子_Tri:の関係式を用いて,SI
の時期までに生産された種子教の推道を行なった.これによる平)jメートルあたりの生産
棟丁数は,pl区 (55万粒),p2区 (137万粒),p3区 (72万位),p4区 (6千位)と
なり,p4区の生産種子数は播種数 (1万粒)よりも少ない. これらの秘丁数を播鶴数で
'Luることにより範子繁殖率が求められる.この値は.pIF.(360,000),p2区(100,000),





























































































































































Vll.LoglStictheoryoEtheC-D efecL Jour.fnst.Polytech.OsakaCity Uniy.
Ser.D.Il:107129.
20.Yoda.K.KLra,T‥Ogawa,H,and Hozuml,K.1963,DlttO,XI. Self-lhlnnlngln
overcrowdedpurestandsunderculllVatedLlndnaturalcondlt10nS.Ibid.16:27-44.
58% ()979) 91
